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デジタルツインとは

• コンピューター上の仮想空間で現実世界を再現する技術

• 例：実物の工場を仮想空間に再現し、稼働をシミュレーション

• ネットワークの世界では… 物理的な機器や配線、設定を仮想空間に再現し、検証を行える環境
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Real

物理ネットワーク
Digital Twin

仮想ネットワーク

ルーター /スイッチ
ハードウェア筐体・ASICによる転送

仮想OS
VM/コンテナで起動・CPU/メモリによる転送

物理配線
UTP / 光ファイバー・パッチパネル・伝送装置など

仮想リンク
veth / bridge による疑似リンク
帯域 / 遅延も定義可能

ラック構成
U単位の機器配置・ケーブリング設計

仮想トポロジ on シミュレーター

構成をGUI及びコードで管理
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ShowNetとは
• Interopの出展社から提供される最新のネットワーク機器やサービスを相互に接続し、最先端の技術で構成されるネットワーク

• NOCチームメンバー、ShowNet Team Member（STM）、コントリビューターの三者で協力して構築

• STMは参加期間によって2グループに分かれる

‒ STM HotStage組

➢初期構築から参加し、ラックマウント・配線・設定といった内容を行う

‒ STM Deploy組

➢ShowNet構築後にネットワークサービス提供に必要な作業を行う

➢機器設定の機会はHotStage組と比べると少ない
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本取り組みはSTM主導で実施



© 2026 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved.

Cisco Public

ShowNet 2026でのデジタルツインの取り組み
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本番ShowNetを仮想OSを使ってSTMが再現！
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実施の概要・目的

■概要

• 本番のShowNet同様に、各社様の仮想OSを用いた相互接続試験を実施

• シミュレーター上に仮想OSを展開し、バックボーンのネットワークを再現

• シミュレーターの運用及び仮想OSの設定はSTMで実施
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主な目的 副次的なねらい

バックボーンの設定・構成をより深く理解する場をつくる

HotStage期間に行う設定を、体験できる環境を用意する

待機時間を有効活用する

STM間の交流を促進する

余裕があれば追加の検証にも挑戦

・

・

・

・

・

仮想OSの相互接続性を試験し、その動作を検証する・
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技術構成：仮想OSとシミュレーター

• ネットワークシミュレーター上に仮想トポロジーを構築

• コンテナもしくはVMで各社様の仮想OSを展開し、マルチベンダー環境を再現

• 3台の物理サーバーを使用し、合計240vCPU、メモリ1152GB、ストレージ21TBのシミュレーターを用意

• 管理ネットワーク用含め32台のVM/コンテナをホスティング

• トポロジー全体で約40パーセントのCPU/メモリ使用率
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ネットワークシミュレーター

A社仮想OS B社仮想OS C社仮想OS OSS仮想OS
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まとめ

今後の展望

• ネットワーク環境の高度な再現

‒ 現状のIP疎通性に加え、DNSやDHCPなどの各種サービスを再現

• 冗長性・可用性の検証

‒ 迂回試験を実施し、冗長構成の正常動作をテスト

• 次世代運用のシミュレーション

‒ 仮想環境を活用し、LLMによる設定の自動化や障害解析を検証

皆様への問いかけ

• デジタルツインの運用実績について

‒ 既に運用されている方は、どのような用途・構成で活用されていますか？

• 新たなユースケースのアイデア

‒ 今回の事例以外に、どのような活用アイデアが考えられますか？

最後に

• STMとしてShowNetを創り上げませんか？

• 興味のある方は各種SNSやNoteをご確認ください！

8

SNS 成 Note 成成成成 成

@ShowNet _NOCTeam

note.com/ shownet




	Template Overview
	スライド 1: ShowNet2026での デジタルツインの取り組みと得られた知見
	スライド 2: デジタルツインとは
	スライド 3: ShowNetとは
	スライド 4: ShowNet 2026でのデジタルツインの取り組み
	スライド 5: 実施の概要・目的
	スライド 6: 技術構成：仮想OSとシミュレーター
	スライド 7
	スライド 8: まとめ
	スライド 9


